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三
月
定
例
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会

計
な
ど
新
年
度
予
算
案
の
ほ
か
、
こ
ど
も
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
、
介
護
保
険
条
例
の
改
正
な
ど
三
十
七
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
括
質
疑
で
は
、
災
害
対
策
や
上
福
岡
駅
東
口

駅
前
広
場
の
整
備
、
上
福
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
て
替
え
な
ど
の
質
疑
が
行
な
わ
れ
、
常
任
委
員

会
の
審
査
を
経
て
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
テ
レ
ビ
放
映
を
求
め
る
請
願
は
不

採
択
、
議
員
提
出
の
意
見
書
四
件
に
つ
い
て
は
二

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

災害に
強いまちに

　

合
併
後
の
本
市
が
、
山
積
す
る
行

政
的
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
効
率
的
で

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
持

続
可
能
な
自
治
体
と
な
る
た
め
に
は
。

　

本
市
は
平
成
十
七
年
に
合

併
を
選
択
し
、
二
十
二
年
度
決

算
で
九
億
円
の
人
件
費
を
削
減

し
ま
し
た
。
交
付
税
や
補
助
金
、

合
併
特
例
債
等
の
影
響
額
は
八

〇
億
円
と
な
り
ま
す
が
、
低
迷

す
る
経
済
状
況
に
加
え
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
化
へ
の

対
応
等
、
合
併
の
効
果
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

﹁
あ
れ
も
こ
れ
も
﹂
か
ら
﹁
あ

れ
か
、
こ
れ
か
﹂
へ
、
優
先
さ

せ
る
べ
き
事
業
は
何
か
を
考

え
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
政
策

展
開
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

施
政
方
針
で
は
組
織
風
土

の
改
革
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

長
い
時
間
積
み
上
げ
ら
れ
て
き

た
も
の
を
、
一
朝
一
夕
に
変
え
る
の
は

相
当
な
努
力
が
い
る
。
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

今
春
か
ら
若
手
職
員
と
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
徐
々

に
対
象
年
齢
を
上
げ
て
い
く
な
ど
、
職

員
と
接
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
力
ア
ッ

プ
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
発
足
し
、
勉
強
会
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
職
員

と
と
も
に
市
役
所
の
組
織
風
土

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

大
井
総
合
支
所
売
り
払
い

収
入
が
、
当
初
の
予
定
よ
り
二

億
七
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

補
正
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
理
由
は
何
か
。
計
画
に
影

響
は
な
い
の
か
。

　

当
初
は
大
井
総
合
支
所
外

周
の
固
定
資
産
課
税
の
路
線
価

を
使
っ
て
価
格
を
算
定
し
、
一

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
二
二
万

四
千
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
売
り
払
い
先
の
入
間

東
部
地
区
消
防
組
合
に
お
い
て

不
動
産
鑑
定
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
五
万

九
千
円
と
大
き
く
食
い
違
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
計
画
に
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

当
初
予
算
で
は
災
害
対
策
関
係
が
拡
充
さ
れ
て

い
る
が
、
最
優
先
施
策
の
考
え
方
と
意
気
込
み
は
。

　

災
害
発
生
時
の
被
害
軽
減
に
つ
い
て
は
、
地
域

内
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
と
町
会
・
自
治

会
・
企
業
等
の
組
織
が
一
丸
と
な
り
、
災
害

の
備
え
に
役
割
分
担
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
町
会
・
自
治
会
の
組
織
率
や
自

主
防
災
組
織
の
活
動
力
ア
ッ
プ
を
課
題
と
し
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
前
倒
し
し
て
行
な

い
ま
す
。﹁
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
目

指
し
、
自
主
防
災
の
必
要
性
の
理
解
を
求
め

る
と
と
も
に
、
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
促

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災
時
の
通
信
不

能
に
備
え
て
公
共
施
設
間
無
線
電
話
機
等
を

設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
市
内
に
避
難
し
て
い
る
被

災
者
の
方
は
一
七
四
人
、
八
十
五
世
帯
で
す
。

被
災
者
支
援
と
し
て
は
、
上
下
水
道
料
金
の

全
額
免
除
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料

の
減
免
及
び
、
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
無
償
頒
布

と
交
流
会
の
支
援
実
施
等
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

当
初
予
算
の
性
質
別
予
算
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
。

　

投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
が
増
額

し
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
広
域
ご
み
処

理
施
設
建
設
の
た
め
の
用
地
取
得
費
、
大
井
総
合
支

所
の
建
設
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
経
常
経
費
の
削

減
を
図
り
、
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
進
め
る
予
算
配

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
策
定
で
﹁
ま
ち
づ
く
り

指
標
﹂
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
考
え
方
は
。

　

行
政
の
立
場
だ
け
で
は
な
く
市
民
目
線

で
目
標
を
設
定
し
、
各
施
策
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
財
政
事
情
が
厳
し
い
中
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
図
る
尺
度
と
し
て
有
効

と
考
え
ま
す
。

　

養
育
支
援
事
業
の
事
業
内
容
は
。

　

児
童
虐
待
防
止
を
目
的
に
児
童
の
養
育

困
難
な
家
庭
を
訪
問
し
、
相
談
・
指
導
及
び

家
事
援
助
を
行
な
う
こ
と
を
新
規
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

ふ
じ
み
野
寺
子
屋
の
事
業
内
容
は
。

　

小
学
生
を
対
象
に
自
学
自
習
の
場
を
提

供
し
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
初
年
度
と
な
る
平
成

二
十
四
年
度
は
、
夏
休
み
中
に
小
学
五
、六
年

生
の
希
望
者
に
市
内
二
ヵ
所
の
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
翌
年
度
以
降
は
、
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

平
成
24
年　

第
１
回
定
例
会
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▼

施
政
方
針
及
び
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑




